
させよう」です。その中に、知的多様性と革新的柔
軟性というキーワードがございます。今日の講話で
は、その辺りのお話をしっかり伺えると思います。
今年度がスタートして３ヶ月経ち、４分の１が過
ぎました。残すところ９ヶ月ですが、まだこれから
地区の色々なイベントがあります。残念ながら、明
日明後日のＷＦＦは大きな台風の影響で中止になっ
てしまいましたが、11月には地区大会、年が明けて
２月にはＩＭ、そして４月には地区研修・協議会と、
ビッグイベントが控えています。せっかくロータリ
アンになったのですから、皆さん、地区の行事には
積極的に参加して、ロータリーライフを楽しみなが
ら意義あるものにして頂きたいと思います。

□幹事報告 早川敏江幹事
⑴日本のロータリークラブ100周年の記念バッジ
を受付でお配りしました。お手元にない方は事務
局か幹事にお知らせ下さい。

□食事・歓談

名古屋みなとＲＣ 芹沢謙一会長

今日はガバナー公式訪問とい
うことで、伊藤ガバナー、南村幹
事にお越し頂いております。
そして、兄弟クラブである名古

屋名駅ＲＣ、親子の関係である名古屋丸の内ＲＣ
との、言ってみれば親戚同士の例会です。日頃あま
り交流する機会がありませんので、今日は良い機会
を設けて頂いたなと思っております。両会長にもご
登壇頂き、一言ずつご挨拶をお願いします。

名古屋名駅ＲＣ 西川達郎会長：今日は本当に楽
しみにしていました。どうか宜しくお願いします｡

名古屋丸の内ＲＣ 高山 進会長：いつもの例会の
何倍もの皆様に来て頂き、ありがとうございます｡

今年度、伊藤ガバナーの地区方針は、「グローバ
ルに考え、地域社会とつながり、ロータリーを成長

□司会 橋本美穂さん（名古屋みなとＲＣ）
□ロータリーソング「我らの生業」
□ゲスト紹介

第2760地区 ガバナー 伊藤靖祐さん
地区幹事 南村朋幸さん

□ 出席報告（10／９ビジター受付20名）会員総数90名(免除者15名)
義務者出席49名 免除者出席６名 総数55名
出席率67.90％
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３ＲＣ合同ガバナー公式訪問例会
キーワードは、知的多様性と革新的柔軟性。

第1316回例会
於名古屋マリオットホテル16階「アゼリア」

◇第1318回10月30日㈬通常例会（着席ビュッフェ）
会員卓話 ショートスピーチ
【例会後】臨時総会 第４回理事会
※10月12日㈯第1317回ＷＦＦ会場での例会は取りやめ
10月23日㈬ クラブ休日

◇第1319回11月13日㈬ 通常例会（和食）
誕生日・結婚記念日祝福 ショートスピーチ
（ゲスト）米山奨学生 許鑫さん
11月６日㈬ クラブ休日
11月９日㈯・10日㈰ ＲＩＤ2760 地区大会（ナゴヤキャッスル）

＜ 例会開催予定 ＞

会長あいさつ

10月は経済と地域社会の発展月間／米山月間・秋の健康感謝月間です



日空は機体に「ｉｎｓｐｉｒａｔｉｏｎ」と書いてあります｡
「④Ｉｍｐａｃｔ」（衝撃）。地域や国際社会にインパ
クトを与えていこう、ということです。青少年交換
やローターアクトは、未来にインパクトを与えよう
という活動だと言えます。
そして、「⑤Ｔｏｇｅｔｈｅｒ」（一緒に）。私の好きな
言葉です。皆で一緒にやるということです。会長幹
事だけが頑張ってもだめだよ、皆で頑張ろうよ。会
員増強委員長だけが頑張ってもだめだよ、皆で頑張
ろうよ。それがＴｏｇｅｔｈｅｒです。Ｔｏｇｅｔｈｅｒが
ロータリーの良いところだと思います。ロータリー
が単年度制なのはＴｏｇｅｔｈｅｒだということです。

●グローバルに考え、成長を目指す

これらをベースに、私の地区方針は、「グローバル
に考え、地域社会とつながり、ロータリーを成長さ
せよう」としました。
ロータリーを成長させていかなければいけませ
ん。ロータリーには114年の歴史がありますが、更
に200年へと続けなければいけません。皆さんの
クラブも、100年続くクラブに成長させて下さい。
そのためには、クラブのデザインをしなければな
りません。しかし、会員が185人もいる名古屋ＲＣ
と20人以下のクラブでは、同じことは出来ません｡
地域性もあります。だから、各クラブでデザインし
て下さい、皆さんで考えよう、ということです。こ
れはＴｏｇｅｔｈｅｒです。
そして、グローバルに考えることです。今年４月
の規定審議会で出席要件が変わり、メークアップが、
欠席日の前後２週間から同一年度内となりました｡
ただ、これはＲＩの押し付けではありません。
世界には地区が525あります。そこにそれぞれ代
表議員がいます。2760地区は江崎パストガバナー
が代表議員です。世界中の代表議員が全員シカゴに
集まって投票した結果が、この変更なのです。です
から、ＲＩが押し付けた訳ではなく、世界中の525
の地区が、その制度が良いと考えたのです。
また、日本はこれでいいのか、とグローバルに考
えて下さい。例えば、皆様にポリオの寄付を最低30
ドルお願いしています。財団にも150ドルをお願い
しています。なぜ今、ポリオに寄付をしなければい
けないのか、と思われるかも知れません。これも
グローバルに考えないと分からないのです。
日本は1980年代にポリオは根絶されました。今
の日本にポリオ（旧小児まひ）の子はいません。し
かし皆さんの同級生には、たぶんおられたのでは
ありませんか。私の同級生にもいました。片手でドッ
チボールをしていました。そんな時代だったのです｡
それが根絶されたのは、ＷＨＯやユニセフのお金
を使って、ワクチンを沢山もらったからです。世界
から多くの援助を頂きました。今度は私たちが返す
番なのです。だから、皆さんに寄付をお願いしてい
ます。世界にお返しをしましょう。
経済もそうです。日本は戦後の復興で世界銀行か
ら多額のお金を借りました。世界銀行からの借り入

◇ガバナー紹介 名古屋丸の内ＲＣ 高山 進会長
伊藤ガバナーは2001年に江南

ＲＣに入会されました。職業分類
は幼稚園で、学校法人聖英学園の
理事長をされています。芹沢会長
からもあったように、ガバナーの
キーワードについて詳しく伺える
と思います。では、お願いします。

国際ロータリー第2760地区
伊藤靖祐ガバナー

卓話に先立ち、ＤＶＤをご覧頂
きたいと思います。ガバナーに
なる前、アメリカのサンディエ
ゴで１週間ホテルに缶詰になり、
ガバナー研修に参加しました。

冒頭に、現会長のマーク・マローニーさんのお話が
90分あり、その時に会長テーマが発表され、内容の
説明がございました。とてもいい話でした。皆さん
にも聞いて頂きたいと思い、90分のお話を勝手に４
分にまとめましたので、まずご覧下さい。
（ＤＶＤ上映）

では、卓話に入ります。私は1959年生まれの59
歳。三井物産で東京本店とニューヨーク本社に14年
間務めた後、父が運営していた学校法人聖英学園に
入職し、現在、幼稚園と保育園を運営しております｡
さて、本年度のＲＩのテーマです。「Ｒｏｔａｒｙ

ｃｏｎｎｅｃｔｓｔｈｅ ｗｏｒｌｄ」（ロータリーは世界
をつなぐ）。ロータリーの礎は「つながる」ことだ、
ということです。昨年度のバリー・ラシンさんの
「ＢｅｔｈｅＩｎｓｐｉｒａｔｉｏｎ」（インスピレーショ
ンになろう）は分かりにくいところがありましたが、
これは大変分かりやすいテーマになっています。

●ＲＩの５つのキーワード

私は国際大会や国際協議会に出て、ＲＩが求めて
いること、これからの方向性、コンセプト、アイデ
アなどについて、私なりに理解しようと考えてみま
した。学校でも、先生が沢山使う言葉が大事なポイ
ントです。ですから、ＲＩでよく出てくる言葉を５
つ抜き出してみました。
「①Ｃｏｎｎｅｃｔ」（つながる）。これがロータリー
の礎です。今日３クラブの皆さんに集まって頂きま
したが、これもＣｏｎｎｅｃｔです。外とのつながり
もＣｏｎｎｅｃｔです。ロータリーはつながりを大事
にしていこう、ということです。
「②Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ」（変革する）。変形していかな
ければいけないということです。Ｔｒａｎｓｆｏｒｍは
変形、形を変えることです。ロータリーも、二度の
世界大戦を越えて形を変え、今日に至っています。
「③Ｉｎｓｐｉｒｅ」（鼓舞する）。盛り上げていこう、
ということです。日本企業でも、日立製作所では
「ＩｎｓｐｉｒｅｔｈｅＮｅｘｔ」をスローガンとし、全
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填分野を増強し、各クラブで職業上のネットワーク
を広げることが大事です。しかし、誰を入れてもい
いということではありません。それは各クラブで知
的に考えて下さいということです。
そして、革新的に変えて下さい。これは柔軟性で
す。もしかしたら、例会のあり方も変えなければい
けないかもしれません。例会を減らしてでも、奉仕
をもっと増やしていこうという考え方も必要です｡
もっと劇的なことが必要かもしれません。
革新的に変革した身近な例を申します。日銀の黒
田総裁はすごい決断をしました。普通の金融政策な
ら「デフレを止めましょう」で終わります。それをい
きなり「インフレにします」と言ったのです。物価上
昇率の目標は２％。デフレだったのにいきなり物価
が上がる訳がありません。しかし、やらなければい
けないのです。今は頑張って0.8％くらいまで持っ
てきています。なる／ならない、ではありません。
まずリーダーが示すことです。リーダーが、絶対に
インフレにするんだ、給料をもっと上げさせるん
だ、というビジョンを示すということです。
そして、黒田総裁は金融緩和を深掘りし、マイナ
ス金利にしました。これはかなりの劇薬です。私ど
ものクラブで、前の日銀名古屋支店長・内田さんに
お話を伺いました。会員に銀行の方がいますが、内
田さんは、「銀行さん、ごめんなさい。我慢して下さ
い」とはっきり言いました。すごいなと思います｡
今や、ドイツやフランスもマイナス金利となり、
マイナス金利は当たり前になりました。しかし、最
初に実行したのは黒田総裁です。
革新的に変革しようという強い意志を示してい
くことが、ロータリーのリーダーシップに求められ
ています。是非、知的多様性と革新的柔軟性を取り
入れ、ロータリーを成長させて頂きたいと思います｡

●不易流行

しかし、不易流行です。変えていいものと変えて
はいけないものがあります。変えてはいけないもの、
それはロータリーの理念の構造です。
基本をなすのが「中核的価値観」です。それを端
的に表したのが「ビジョン声明」。そして行動に移
すための「戦略計画」。その指針となる「ロータリー
章典」。これがロータリーの理念の構造です。
その中でも一番大事な中核的価値観は、図の円
の中心に書かれてある５つです。まず「親睦」です｡
1905年、ポール・ハリスは親睦を目的として集ま
りました。次が「高潔性」です。ロータリーの歴史で
有名なシェルドンが1908
年にシカゴクラブに入り、
奉仕の概念を持ち込むと同
時に、職業奉仕の理念を提
唱しました。それが高潔性
です。私はこれがロータリー
で一番美しいところだと思
います。最近、日本のロータ
リーの金看板である職業奉

れは低開発国の象徴です。東京オリンピックでも借
りました。東名高速、新幹線でも多額のお金を借り
ました。1989年にハーバードのエズラ・ヴォーゲル
教授が『ジャパン アズ ナンバーワン』という本を
出し、日本も浮かれていました。しかしこの時、日
本はまだ世界銀行の返済を終えていませんでした｡
返済が終わったのは、なんと1992年のことです。
日本は今、世界銀行の拠出金ではアメリカに次い
で世界２位です。日本は一生懸命、世界にお返しを
しています。ＯＤＡも沢山しています。ロータリー
でもグローバルに考えましょう。その上で、地域社
会とつながって、インパクトを与えていきましょう｡
日本では、戦後の民主主義の広まりと共に、ロー
タリーも広まりました。ロータリーの考え方、特に
職業奉仕を基盤にした奉仕の考え方が魅力だった
のだと思います。皆さん一生懸命奉仕をして、日本
のロータリーは成長しました。これからも成長させ
続けないと、こういった奉仕は出来ません。そのた
めにも、是非ロータリーを成長させて下さい。
では、成長させるためにはどうしたらいいので

しょうか。将来を考える時に、皆さんは企業の経営
に関わっている方ですから、現状分析をされてから
今後の成長について考えることと思います。
今日は１つのリソース

を持ってきました。人口ピ
ラミッドです。上の塊は団
塊の世代。その下の塊が団
塊ジュニアで、今45～50
歳です。そして、団塊ジュ
ニアが子供を産むところ
にもう１個山が出来る予定でした。政府はそう思っ
ていました。しかし、日本国民はそういう行動をと
りませんでした。そのため、少子化が始まり、高齢
化が始まり、人口減少が始まった訳です。団塊の世
代は１学年250万人です。しかし今年の出生数は、
90万人を割ると言われます。約３分の１です。
外国人の増加分を除くと、2018年は人口が42万
人減りました。一宮市の人口が37万人です。毎年一
宮市が消えていっているのです。
そして、日本のロータリーも10クラブが廃止に

なりました。2760地区は偶々廃止になったクラブ
はありませんでした。日本最大の地区ですから、そ
ういう危機は感じていないかもしれません。しか
し、日本のクラブは10クラブずつ消えていきます。
10年後、大丈夫なのでしょうか。
平均年齢を見ると、丸の内ＲＣは少し若くて60

歳を切っていますが、他の２クラブの平均年齢は
60代です。これが10年上がったらどうなるでしょ
うか。皆さんで考えて、Ｔｏｇｅｔｈｅｒして下さい。
成長させて下さい。危機感を持って下さい。

●知的多様性と革新的柔軟性

それでは、どうやって変えていくか。そのキーワー
ドが、知的多様性と革新的柔軟性です。
会員増強には多様性を使います。職業分類の未充
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□閉会のあいさつ 西川達郎会長
伊藤ガバナー、南村地区幹事に

は、３クラブ合同例会にご出席を
賜り、誠にありがとうございまし
た。また、神野パストガバナー、パ
ストガバナー補佐の皆様、そして
３クラブ会員の皆様には多数ご参
加頂き、ありがとうございました。

芹沢会長も仰ったように、今年度は３ヶ月あまり
が過ぎましたが、まだまだ今後ＩＭや地区大会など
がありますので、会員の皆様には、ガバナーのご講
話にありましたことを念頭に置き、緊張感を持って
事業に邁進して頂きたいと思います。
最後に、本日この例会のホストをお務め頂きまし
た芹沢会長はじめ名古屋みなとＲＣの皆様に心か
ら感謝を申し上げます。本日はありがとうございま
した。

例会前、11時30分より17階「楠」にて、伊藤ガバ
ナー、南村地区幹事と３ＲＣ会長・幹事による懇談会
が行われ、貴重なアドバイスとご指導を頂きました｡

10月10日㈭、名鉄グランドホテル（涵梅舫）にお
いて、今年度第１回歴代会長会を開催しました。西
川達郎会長から、四半期を終えたクラブの現況と今
後の計画などが報告されました。残念ながら１名ご
欠席でしたが、歴代会長ほぼ全員が会し、和やかで
有意義な歴代会長会となりました。

仕がどこかへ行ってしまった、と嘆く方がいますが、
ここにしっかり入っています。どこにも行っていま
せん。その他に「多様性」「奉仕」「リーダーシップ」
が中核的価値観となります。
「ビジョン声明」はとてもいい文章です。「私たち
ロータリアンは、世界で、地域社会で、そして自分
自身の中で、持続可能な良い変化を生むために、
人々が手を取り合って行動する世界を目指してい
ます」というものです。原文はＴｏｇｅｔｈｅｒという
言葉を一番最初に持ってきています。（Ｔｏｇｅｔｈｅｒ，
ｗｅｓｅｅａｗｏｒｌｄｗｈｅｒｅｐｅｏｐｌｅｕｎｉｔｅ…）
中核的価値観や「四つのテスト」が不易なのに対
して、「戦略計画」の内容は流行であり、変えてもい
いものです。ＲＩも５年に１回変えています。今年
度から変わりました。2019～2023年度のＲＩ戦
略計画には４つの優先事項が掲げられています。
「①より大きなインパクトをもたらす」。ポリオ
根絶のように、大きなインパクトをもたらす社会事
業、国際奉仕を実行して下さい。「②参加者の基盤
を広げる」。会員増強をして下さい。「③参加者の
積極的なかかわりを促す」。Ｃｏｎｎｅｃｔです。皆さ
んどんどん関わって下さい。中も外もＣｏｎｎｅｃｔ
を強めて下さい。そして、「④適応力を高める」。
ダーウィンの進化論は言っています。強い動物が生
き残るのではなく、適応力のある動物が生き残っ
てきたんだと。組織もそうです。強い組織・企業が
生き残るのではありません。例えば、コダックはも
うありません。もうフイルムを売っている時代で
はありません。しかし、富士フイルムはコダックに
はなりませんでした。富士フイルムの適応力は素
晴らしいと思います。ロータリーもそうならなけれ
ばいけません。不易と流行をきちんと判断した上で、
変えるものは変えていって下さい。
何かを変えるには、当然、抵抗勢力が出てきます｡
10対０のものを変えるのは変化とは言いません。
半分くらい反対の人がいるものを変えていくのが
Ｔｒａｎｓｆｏｒｍだと私は思います。
変化を成功させるカギとなるのは、まずは「ビ
ジョン」を示すことです。それを説得するための
「スキル」も必要です。だから、リーダーシップを磨
くのです。黒田総裁が、インフレにして給料も上げ
ていくと言ったように、変化を取り入れることへの
「見返り」も必要です。今日お示しした人口ピラミッ
ドのような「リソース」（情報・資料等）も必要で
す。そして、変化を取り入れるための各段階の明確
な「行動計画」を作ることです。柔軟性を取り入れ
て、例会のあり方、奉仕のあり方を柔軟に変更しな
がら、是非ロータリーを成長させていって下さい。
最後になりますが、ハワイで開催される国際大会
のご案内です。来年６月６日㈯のガバナーナイト
に是非ご出席頂きたいと思います。そして初の試み
で、６月５日㈮、「2760ゴルフ」と称して、ホノル
ルカントリーを貸し切ってゴルフをします。どうか
ご家族も含めてご参加頂ければと思います。
本日はありがとうございました。
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ニコボックス
○ガバナー公式訪問でお世話になります。どうぞ宜しくお願
い致します。 (名古屋丸の内ＲＣ 会長 高山 進さん)

○本日の公式訪問でお世話になります。
(名古屋みなとＲＣ 会長 芹沢謙一さん)

○伊藤ガバナー公式訪問、喜んでお迎えします。(神野重行さん)
○昨日の歴代会長会、出席できず申し訳ございません。心か
らお詫び申し上げます。 (川村勝廣さん)

○健康に感謝して。 (３名)

ガバナー会長幹事懇談会


